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夏の虫と秋の虫の合唱を聴きながら迎えた9月。夏を取り戻したかのような日もあり、気温も気候も安
定しませんでした。とはいえ、秋らしい空や雲、風に触れ、色づき始めた木々の葉を目にすると日本の四
季の美しさを改めて感じます。入院中はなかなか肌で四季を感じることは難しいですが、天気や旬の食べ
物の話や作品作りなどを通して、少しでも季節を伝えられたらいいなと考え取り組んでいます。

先日、本校の4年生が「わかまつ学級の子に会いたい！」と声を掛けてくれました。直接会うことは難
しいこと伝えると、手紙を書いてきてくれました。2年生は生活科の「おもちゃづくり」では、テレビ電
話でやりとりをし、学習意欲を高めたり活動を深めたりすることができました。入院中は友達と関わる時
間が減ってしまうので、同年代の友達との手紙やテレビ電話でのやりとりは、励みになるだけでなく、お
互いを知るよいきっかけにもなりました。11月には本校で学芸会があります。わかまつ学級は、プログ
ラムや道具作りを通して交流し、参加し活躍できる機会としても大切にしていきたいと思います。

平成2９年９月２９日
新宿区立余丁町小学校
校長 小林 政雄

わかまつ学級担任 外丸 憲子

これかな？

～本校との交流～

宿題のおもちゃ作りに悩んでいたわかまつ学級の2
年生。本校の2年生に作り方の工夫を教えてもらいま
した。いいお手本になり、参考にして作品を仕上げ
ることができました。
ありがとう2年生！！！

そうそう！
それだよ！

＊児童の作品＊

2年生生活科 「おもちゃづくり」

いっぱい
作ったよ！



～番外編～
2年生との交流で、同じ名前の友達と対

面！嬉しくなって「あそびたいよ！」と伝
えると画面越しじゃんけんを提案してくれ
ました♪
なんと、あいこが何回も続き、同じ名前

同士、初対面でも息がぴったりでした★

～ポスト(仮)
設置しました！～

教室に寄ってくれた子どもたちや病院
スタッフの方々から、「寄った時、誰も
いなくて･･･」「授業中だったから･･･」
と声を聞くことが多く、折角寄ってくれ
たのにお会いできないのは残念。みなさ
んの声を少しでもと、教室の壁面に、
「ポスト」を設置することにしました。
外来できていた子どもに「ポストを置

こうと思って。」と話すと、「それ、絶
対あった方がいい！」と言ってくれまし
た。
ぜひ、わかまつ学級にメッセージを！

～秋の飾り～
収穫の秋！輪飾りでぶど
うをつくりました。教室
の天井に飾ると、ぶどう
狩りができそうです。

1日 都民の日 15日

2月 16月
美術鑑賞教室(本校5年)
個人面談(本校)②

3火 17火 個人面談(本校)③

4水
館山移動教室(本校6年)
①

18水

5木
館山移動教室(本校6年)
②
給食試食会(本校)

19木 個人面談(本校)④

6金
館山移動教室(本校6年)
③

20金 個人面談(本校)⑤

7土 21土

8日 22日

9月 体育の日 23月

10火 24火 クラブ活動(本校)

11水 避難訓練(本校) 25水

12木
プラネタリウム(本校3
年)

26木 開校記念日

13金 個人面談(本校)① 27金

14土 28土

29日

30月

31火 委員会活動(本校)


